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国
士
舘
の
草
創
期
に
は
政
界
、
財
界
、
文
化
・
教
育
界
か
ら
多

く
の
人
々
に
よ
る
支
援
が
あ
っ
た
。
漢
学
者
で
書
家
と
し
て
も
数

多
く
の
作
品
を
遺
し
た
宮
島
詠
士
（
写
真
1
）
も
そ
の
う
ち
の
一

人
で
あ
る
。
私
塾
「
國
士
館
」
の
設
立
を
宣
言
し
た
「
國
士
館
設

漆
畑
真
紀
子

宮
島
詠
士
（
大
八
）

国
士
舘
を
支
え
た
人
々

立
趣
旨
」（
本
誌
一
三
九
～
一
四
六
頁
全
文
掲
載
）
に
、
詠
士
も

支
援
者
の
一
人
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
る
。

　

宮
島
詠
士
は
、
一
八
六
七
（
慶
応
三
）
年
一
〇
月
二
〇
日
（
勲

位
記
で
は
一
〇
月
一
四
日
）、
米
沢
城
下
猪
苗
代
片
町
に
米
沢
藩

士
で
あ
る
父
宮
島
誠
一
郎
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。諱
は
吉
美
、

通
称
大
八
、
勗き
ょ
く
さ
い齋と

号
し
た
。
長
男
が
夭
折
し
た
た
め
、
実
際
は

嫡
男
と
し
て
育
っ
た
。
詠
士
の
能
筆
は
幼
児
期
か
ら
祖
父
に
欧
陽

詢
（
唐
代
の
儒
家
、
書
家
）
の
臨
書
を
課
せ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る

と
さ
れ
て
い
る
。
祖
父
一
郎
左
衛
門
吉
利
（
号
を
一
瓢
）
は
、
米

沢
藩
の
三
手
組
五
十
騎
の
長
手
御
槍
組
頭
（
二
〇
〇
石
）
で
、
御

筆
吟
味
方
を
勤
め
、
書
道
に
精
通
し
て
い
た
。

　

父
の
宮
島
誠
一
郎
（
号
を
栗
香
、
養
浩
堂
）
は
、
米
沢
藩
校
の

興
譲
館
助
教
に
二
九
歳
で
就
任
し
た
英
才
で
、
戊
辰
戦
争
時
に
は

勤
皇
の
大
義
の
下
、
奥
羽
列
藩
同
盟
成
立
に
尽
力
し
た
人
物
と
し

て
知
ら
れ
る
。
そ
の
際
作
成
し
た
建
白
書
の
草
案
で
は
、
大
局
的
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見
地
か
ら
戦
争
を
回
避
し
和
平
を
結
ぶ
自
論
を
展
開
、
東
北
諸
藩

の
賛
同
を
と
り
つ
け
副
使
と
し
て
江
戸
に
上
り
勝
海
舟
の
添
削
を

仰
ぎ
、
英
国
船
に
乗
船
、
横
浜
か
ら
兵
庫
へ
向
か
い
、
京
都
に
い

た
土
佐
藩
主
山
内
容
堂
の
手
を
経
て
建
白
書
を
朝
廷
に
進
達
す
る

重
責
を
果
た
し
た
。
以
来
、
生
涯
勝
海
舟
を
兄
事
し
、
そ
の
ア
ジ

ア
観
は
海
舟
の
影
響
が
多
分
に
見
ら
れ
る
。

　

誠
一
郎
は
一
八
七
〇
（
明
治
三
）
年
に
建
白
受
理
機
関
で
あ
る

待
詔
院
下
局
出
仕
と
な
り
明
治
政
府
官
界
に
登
場
し
、
左
院
大
議

生
、
修
史
館
御
用
掛
な
ど
を
歴
任
し
た
後
、
一
八
九
六
（
明
治

二
九
）
年
に
貴
族
院
議
員
に
勅
撰
さ
れ
た
。
漢
籍
へ
の
造
詣
が
深

く
中
国
文
化
に
精
通
し
、
さ
ら
な
る
夢
を
詠
士
に
託
し
、
中
国
と

の
善
隣
友
好
の
道
を
歩
ま
せ
た
の
も
、
ほ
か
な
ら
ぬ
父
誠
一
郎
で

あ
っ
た
。

　

詠
士
は
そ
ん
な
父
の
政
府
出
仕
に
従
い
、
一
八
七
一
（
明
治

四
）
年
に
米
沢
か
ら
母
と
と
も
に
上
京
し
た
。
一
八
七
七
（
明
治

一
〇
）
年
一
一
歳
の
時
、
以
前
か
ら
薫
陶
を
受
け
て
い
た
勝
海
舟

の
門
に
入
り
、
一
四
歳
で
清
国
公
使
随
員
の
黄こ
う
じ
ゅ
ん
か
い

遵
楷
に
つ
き
中
国

語
の
音
韻
を
学
ん
だ
。
一
八
八
〇
（
明
治
一
三
）
年
二
月
、
ア
ジ

ア
主
義
的
政
治
団
体
で
あ
る
興
亜
会
が
設
立
さ
れ
、
活
動
に
は
誠

一
郎
を
は
じ
め
旧
幕
府
の
関
係
者
が
深
く
関
与
し
て
い
た
。
興
亜

会
の
中
心
的
活
動
は
支
那
語
学
校
の
運
営
に
あ
っ
た
。
詠
士
は
こ

の
興
亜
会
支
那
語
学
校
で
一
五
歳
よ
り
中
国
語
を
勉
強
し
た
。
そ

の
二
年
後
、
一
八
八
二
（
明
治
一
五
）
年
五
月
に
財
政
上
の
理
由

か
ら
支
那
語
学
校
が
閉
鎖
さ
れ
る
と
、
そ
こ
で
教
鞭
を
と
っ
て
い

た
清
人
教
師
張
滋
昉
と
在
籍
の
生
徒
一
九
名
が
東
京
外
国
語
学
校

漢
語
学
科
へ
と
移
籍
さ
れ
た
（『
東
京
外
国
語
大
学
史
』
東
京
外

国
語
大
学
、
一
九
九
九
年
）。
こ
の
と
き
、「
男
装
の
麗
人
」
川
島

芳
子
の
養
父
と
し
て
も
知
ら
れ
る
川
島
浪
速
や
、
本
誌
一
九
一
～

一
九
四
頁
で
取
り
上
げ
た
国
士
舘
初
代
学
長
長
瀬
鳳
輔
と
も
同
窓

と
な
っ
た
。
余
談
だ
が
、後
年
、長
瀬
の
死
に
あ
た
り
、『
国
士
舘
々

報
』
第
五
巻
第
二
号
に
「
長
瀬
氏
の
追
憶
」
と
題
し
て
、
次
の
よ

う
な
詠
士
の
談
話
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
　

余
は
元
の
東
京
外
国
語
学
校
に
在
り
て
長
瀬
氏
と
同
窓
の
関

　
　

係
に
あ
り
し
も
、
在
校
中
は
遂
に
交
際
を
結
ぶ
の
機
な
く
、

　
　

同
氏
が
独
逸
留
学
を
終
へ
帰
朝
以
来
始
め
て
親
交
を
訂
す
る

　
　

に
至
れ
り
。
氏
は
謹
厳
に
し
て
熱
情
の
人
な
り
し
を
以
て
、

　
　

交
り
を
重
ぬ
る
に
随
ひ
互
の
間
に
情
義
益
々
厚
き
を
加
へ
た

　
　

り
。
而
し
て
氏
が
学
者
と
し
て
真
面
目
の
態
度
は
夙
に
余
の

　
　

敬
重
を
受
け
、
多
方
面
に
大
な
る
裨
益
を
与
へ
ら
れ
し
は
周

　
　

知
の
事
也
。（
後
略
）

　

一
方
の
川
島
浪
速
は
無
類
の
暴
れ
ん
坊
で
、
詠
士
は
随
分
と
ひ

ど
い
目
に
あ
っ
た
ら
し
い
。
こ
ん
な
逸
話
が
残
っ
て
い
る
。
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あ
る
日
、校
庭
で
遊
ん
で
い
る
う
ち
に
二
人
が
喧
嘩
し
た
。

　
　

も
ち
ろ
ん
川
島
の
腕
力
に
は
か
な
わ
な
い
。
宮
島
（
詠
士
）

　
　

は
散
々
殴
ら
れ
鼻
血
を
出
し
て
仆
れ
、
泣
き
だ
し
た
。
川
島

　
　

は
、「
鼻
血
ぐ
ら
い
で
泣
く
や
つ
が
あ
る
か
―
」
と
ま
た
殴

　
　

つ
た
。
す
る
と
宮
島
は
、「
お
れ
は
殴
ら
れ
て
泣
く
の
ぢ
や

　
　

な
い
、
君
が
友
人
の
お
れ
を
鼻
血
が
出
る
ま
で
殴
る
―
そ
の

　
　

残
酷
無
情
の
心
根
が
情
け
な
い
し
、哀
れ
で
な
ら
な
い
の
だ
」

　
　

と
い
つ
た
。
そ
れ
を
き
い
て
川
島
も
、「
そ
う
か
、
お
れ
が

　
　

わ
る
か
つ
た
」
と
乱
暴
を
謝
し
、
扶
け
起
し
て
泥
を
払
つ
て

　
　

や
つ
た
。（
石
川
順
「
宮
島
大
八
と
張
廉
卿
」『
海
外
事
情
』

　
　

第
五
巻
第
一
〇
号
、
拓
殖
大
学
海
外
事
情
研
究
所
）

　

以
来
生
涯
に
わ
た
っ
て
親
し
い
友
情
を
続
け
た
と
い
う
。
詠
士

の
温
和
純
真
な
人
柄
が
偲
ば
れ
る
話
で
あ
る
。

　

一
八
八
五
（
明
治
一
八
）
年
、東
京
外
国
語
学
校
が
廃
校
と
な
っ

て
東
京
商
業
学
校
に
吸
収
さ
れ
た
の
を
期
に
、
同
期
生
で
あ
っ
た

長
谷
川
辰
之
助
（
後
の
二
葉
亭
四
迷
）
と
と
も
に
退
学
す
る
が
、

詠
士
は
そ
の
後
も
経
書
を
学
び
、
四
書
を
暗
誦
す
る
な
ど
古
典
の

勉
学
に
励
ん
だ
。
そ
の
こ
ろ
、
父
誠
一
郎
の
も
と
に
、
懇
意
に
し

て
い
た
清
国
公
使
黎れ
い
し
ょ
し
ょ
う

庶
昌
か
ら
張ち
ょ
う
け
ん
れ
い

廉
卿
の
文
集
二
冊
と
廉
卿
書

の
蘇
東
坡
詩
幅
が
贈
ら
れ
た
。詠
士
は「
当
時
私
は
十
七
歳
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
書
を
見
て
非
常
に
愉
快
に
感
じ
、
又
そ
の
文
集
中
の

黎
氏
に
与
う
る
書
を
読
ん
で
大
い
に
感
動
」（
魚
住
和
晃
『
宮
島

詠
士
―
人
と
芸
術
―
』
二
玄
社
、
一
九
九
〇
年
）
し
た
と
い
う
。

こ
う
し
て
廉
卿
へ
入
門
す
る
べ
く
清
に
渡
る
志
を
立
て
た
。

　

一
八
八
七
（
明
治
二
〇
）
年
四
月
、
二
一
歳
の
詠
士
は
黎
庶
昌

か
ら
の
紹
介
状
を
携
え
て
、
保
定
（
現
河
北
省
中
部
）
に
あ
る
蓮

池
書
院
に
留
学
す
る
。
張
廉
卿
（ 

裕ゆ
う
し
ょ
う釗 

）
は
清
朝
末
期
に
活
躍

し
た
儒
学
の
大
学
者
で
詩
文
に
優
れ
、
漢
魏
六
朝
の
諸
碑
な
ど
石

刻
文
字
を
研
究
す
る
碑
学
を
大
成
し
、
そ
の
鋭
さ
を
書
に
表
現
す

る
と
い
う
書
風
を
確
立
し
た
人
物
で
あ
る
。
ま
た
、
蓮
池
書
院
に

外
国
人
の
入
学
を
容
認
し
た
最
初
の
山
長
（
学
長
）
で
あ
る
と
さ

れ
る
。
詠
士
は
蓮
池
書
院
山
長
張
廉
卿
の
下
で
書
の
研
究
に
専
念

す
る
と
と
も
に
、
中
国
の
歴
史
や
文
物
に
親
し
み
、
修
行
を
重
ね
、

自
己
形
成
を
行
っ
た
。
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
い
っ
た
ん
帰

国
し
、
三
年
後
に
従
妹
に
あ
た
る
保
科
芳
子
と
結
婚
、
そ
の
半
年

後
、
再
び
渡
清
し
た
が
、
一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
に
師
張
廉

卿
が
死
去
、
同
年
日
清
戦
争
の
勃
発
に
よ
り
、
悲
嘆
の
う
ち
に
帰

国
し
た
。

　

帰
国
後
、
詠
士
は
中
国
語
の
権
威
と
し
て
東
京
帝
国
大
学
漢
学

科
の
講
師
や
東
京
外
国
語
学
校
の
主
任
と
し
て
教
鞭
を
と
っ
た

が
、
四
、五
年
し
て
辞
任
す
る
。
官
の
禄
を
食
む
こ
と
を
徹
底
し

て
嫌
っ
た
詠
士
は
、
こ
れ
以
後
、
政
界
の
陰
の
助
言
者
と
し
て
の
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立
場
を
守
っ
た
。
中
国
語
を
教
え
日
中
親
善
に
尽
く
し
た
い
と
の

念
か
ら
、
一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
に
平
河
町
の
自
宅
に
学
舎

を
設
け
、「
詠
帰
舎
」
と
名
付
け
て
中
国
語
を
教
え
た
。
命
名
は
、

恩
師
で
あ
る
勝
海
舟
が
「
詠え
い
じ
き

而
帰
」（『
論
語
』
先
進
篇
）
の
扁
額

を
揮
毫
し
て
く
れ
た
こ
と
に
由
来
し
、
以
来
、
自
ら
も
詠
帰
、
詠

而
帰
と
号
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
八
九
八
（
明
治
三
一
）
年
に

は
学
舎
を
平
河
天
神
脇
へ
移
築
し
「
善
隣
書
院
」
と
改
称
、
さ
ら

に
一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
、
紀
尾
井
町
に
新
校
舎
を
建
設
、

一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
、
麹
町
に
洋
館
の
善
隣
書
院
新
校
舎
を

完
成
さ
せ
て
教
育
の
場
を
拡
大
さ
せ
た
。
戦
前
の
日
本
で
最
も
標

準
的
な
中
国
語
教
科
書
と
し
て
知
ら
れ
た
『
急
就
篇
』
を
著
し
た

の
も
こ
の
頃
で
あ
る
。

　

ま
た
こ
の
時
期
、
詠
士
が
政
界
の
助
言
者
と
し
て
重
ん
じ
ら
れ

た
こ
と
を
示
す
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
、

第
一
次
世
界
大
戦
後
の
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
講
和
会
議
に
日
本
全
権
と

し
て
赴
く
牧
野
伸
顕
が
渡
欧
に
先
立
ち
、
こ
の
際
日
本
と
し
て
こ

の
会
議
に
提
言
す
べ
き
は
な
に
か
と
聞
い
た
と
こ
ろ
、
詠
士
は
傾

倒
す
る
勝
海
舟
に
思
い
を
馳
せ
つ
つ
、「（
海
舟
な
ら
ば
）
来
る
べ

き
会
議
に
世
界
人
類
は
そ
の
皮
膚
の
色
を
超
越
し
て
無
差
別
平
等

で
あ
る
べ
き
こ
と
を
強
調
せ
ら
る
ゝ
こ
と
と
察
せ
ら
れ
ま
す
」
と

応
え
た
。
牧
野
が
会
議
で
上
程
し
た
「
世
界
人
類
平
等
決
議
案
」

に
は
、そ
の
裏
に
詠
士
の
助
言
が
秘
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る（
前

掲
石
川
論
文
参
照
）。

　

一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年
に
は
、
多
年
に
わ
た
る
教
育
へ
の

功
績
が
称
え
ら
れ
、
文
部
大
臣
か
ら
表
彰
を
受
け
た
。
そ
し
て

一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
に
七
七
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
、
教
育

者
と
し
て
中
国
を
真
に
理
解
す
る
日
本
人
の
育
成
に
努
め
た
。
そ

の
伝
統
を
継
承
し
た
善
隣
書
院
は
、
現
在
も
中
国
語
学
校
善
隣
書

院
と
し
て
代
々
木
の
地
に
あ
る
。

　

一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
、青
年
大
民
団
よ
り
私
塾
「
國
士
館
」

創
立
を
呼
び
か
け
る
「
國
士
館
設
立
趣
旨
」
が
発
せ
ら
れ
る
が
、

そ
の
な
か
に
講
師
と
し
て
「
宮
島
大
八
」（
詠
士
）
の
名
が
記
さ

れ
て
い
る
。
国
士
舘
で
は
、
月
曜
か
ら
土
曜
ま
で
午
後
七
時
か
ら

九
時
ま
で
の
二
時
間
を
基
本
と
し
、
政
治
、
経
済
、
社
会
、
宗
教
、

哲
学
、
武
道
、
外
国
語
な
ど
の
科
目
を
各
講
師
が
教
授
し
た
が
、

詠
士
も
講
師
の
ひ
と
り
と
し
て
孟
子
な
ど
の
儒
教
哲
学
を
講
義
し

た
。講
師
の
な
か
に
は
善
隣
書
院
で
の
教
え
子
今
村
貞
治
も
い
た
。

詠
士
が
国
士
舘
設
立
の
発
起
人
と
な
り
講
師
を
務
め
る
ま
で
に
、

ど
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
っ
た
の
か
、
本
学
に
史
料
が
不
足
し
て
い

る
た
め
ま
だ
不
明
な
点
が
多
い
。

　

書
家
と
し
て
名
の
通
っ
て
い
た
詠
士
だ
が
、
師
で
あ
る
張
廉
卿

と
同
じ
く
書
の
弟
子
を
と
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
国
士
舘

に
お
い
て
も
、
書
を
教
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
詠
士



宮島詠士（大八）
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写真 2　現在も大講堂内に掛かる「聖経大学」の扁額

写真 3　大正 10 年頃の講堂内における講義の写真
　　左上部に「聖経大学」の扁額がみえる
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よ
り
寄
贈
さ
れ
た
も
の
に
、
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
中
央
に
位
置
す

る
大
講
堂
に
今
も
掲
げ
ら
れ
て
い
る
「
聖
経
大
学
」
の
扁
額
が

あ
る
。
中
国
歴
代
の
教
育
機
関
で
あ
っ
た
北
京
国
子
監
に
伝
存
す

る
碑
文
か
ら
採
ら
れ
た
拓
本
で
、
清
朝
第
四
代
皇
帝
康
凞
帝
の
行

筆
で
あ
る
（
写
真
2
参
照
）。
国
士
舘
高
等
部
第
一
期
生
で
あ
る

武
田
凞
著
『
国
を
定
め
る
も
の
』（
学
書
房
、
一
九
八
五
年
）
に
、

「（
一
九
一
九
［
大
正
八
］
年
）
高
等
部
に
入
学
し
た
ば
か
り
の
私

等
第
一
期
生
が
、
渋
谷
か
ら
荷
車
で
汗
を
流
し
な
が
ら
運
搬
し
た

の
だ
。
大
望
に
、胸
躍
ら
せ
熱
意
を
コ
メ
て
掲
げ
た
も
の
だ
っ
た
。

―
ア
ノ
拓
本
が
、
ど
の
よ
う
な
関
係
か
ら
宮
嶋
（
マ
マ
）先

生
の
許
に
来

た
の
か
に
つ
い
て
は
存
知
し
な
い
」
と
あ
る
。
扁
額
は
詠
士
よ
り

寄
贈
さ
れ
、
学
生
た
ち
の
手
で
大
講
堂
内
へ
掲
げ
ら
れ
た
（
写
真

3
参
照
）。
四
書
の
一
つ
『
大
学
』
の
冒
頭
部
、「
大
学
の
道
は
明

徳
を
明
ら
か
に
す
る
に
有
り
」
で
始
ま
る
文
中
に
は
、
学
問
の
道

と
こ
れ
に
通
じ
る
人
生
訓
が
説
か
れ
て
い
る
。
現
在
、
北
京
図
書

館
に
も
同
じ
拓
本
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

詠
士
は
終
生
、
善
隣
書
院
に
あ
っ
て
「
人
格
陶
冶
」
を
旨
と
す

る
教
育
を
行
っ
た
。
宮
島
詠
士
の
研
究
者
魚
住
和
晃
氏
に
よ
れ
ば

「
宮
島
大
八
を
知
る
人
た
ち
が
異
口
同
音
に
し
た
の
が
、
そ
の
国

士
と
し
て
の
高
風
で
あ
っ
た
。
―
風
雲
急
を
告
げ
る
日
中
関
係
に

対
し
て
、
人
類
愛
の
大
き
な
視
野
か
ら
論
じ
て
そ
の
打
開
の
方
策

を
提
言
し
、
日
中
両
国
を
跨
っ
て
多
く
の
信
望
を
集
め
た
」（「
宮

島
詠
士
に
お
け
る
書
法
思
想
」『
宮
島
家
三
代
―
宮
島
詠
士
の
書

を
中
心
に
―
』
米
沢
市
上
杉
博
物
館
、
二
〇
〇
五
年
）
と
い
う
。

　

宮
島
詠
士
も
ま
た
、先
の
「
國
士
館
設
立
趣
旨
」
に
み
ら
れ
る
、

「
精
神
教
育
」
を
重
視
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
将
来
の
指
導
者
た
る

「
智
識
者
」
育
成
を
目
指
す
、国
士
舘
教
育
を
支
え
た
恩
人
で
あ
っ

た
。




